
北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター オンデマンド講座 （全３回） 担当：深見（釧路校）

学級経営に求められている変化と課題①（背景的情報編）



⚫構成「学級経営に求められている変化と課題」シリーズ

⚫ねらい

➢［対象］単学級・複式学級の学級担任、特別支援学級担任、学習支援
員、教務主任、管理職

➢［目的］人口減少による学校の小規模校化、学校の在り方が変化して
いる中で、小規模校（単学級、複式学級）に焦点化し、学級経営を立ち
止まって振り返る、見つめ直す視点となれば・・・

本講座の概要

１．［背景的情報編］ 学級経営に関わる最近の状況

２．［単学級編］ 通常の学級が１学年につき１学級の学級経営

3. ［複式学級編］ 通常の学級が２以上の学年で１学級の学級経営



⚫進め方［３つのワーク+動画視聴］

本講座の概要

これまでの学級
経営

これまでの経験をもとに「ふりかえる」
今の状況での自らの考えを「確かめる」 関わる最近の
状況

今の状況での課題を「考え直す」
自ら決めた取組を「実行する」

学級経営に関わる情報提供
担当者が有する課題意識

学級経営に求
められる変化

これからの学級
経営の課題



ワーク１

• 「これまでの学級経営で大切にしてきたこと」は何でしょうか？

• 「これからの学級経営で大切にしたいこと」は何でしょうか？

１．これまでの学級経営



⚫学級経営における教師の役割

➢どのような学級経営をしていきたいのかに関す
る学級担任の考え（≒方針、ビジョン、方向性、
意思）を持つことの重要性が強調されてきた。

➢ 『黄金の三日間』（向山洋一氏）に、学級集団
をいかに創り上げていくか、担任の力量が問わ
れてきた。

➢良い学級経営（学級づくり）をすれば、担任も
個別の対応に時間をかけることができ、多くの
子ども達も快適に学校生活を送ることができる。

➢良い学習・生活集団づくりに、学級担任が中心
になって献身的に取り組んできた。

１．これまでの学級経営

学級担任および学級経営の地道な成果が、「子供たちの知・
徳・体を一体で育む学校教育」の成果に寄与してきた。

中央教育審議会（２０２１）『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性
を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）』



ワーク２

• 「ここ数年で、学級経営についてどのような変化を感じてきたで
しょうか？」ご自身が思い描いてきた学級経営像、学級担任像に変化は？要因は？

２．学級経営に求められる変化



① 「個」への対応の重要性が強くなってきた

⚫ 「令和の日本型学校教育（答申）」（２０２１年）

➢「全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学
びの実現」に向けて（「一体的に充実」するように目指す）

２．学級経営に求められる変化

「子供たちの知・徳・体を一体で育む学校教育」

子供たちの多様化

生徒の学習意欲の低下

教師の長時間労働

情報化への対応の遅れ

少子化・人口減少の影響

感染症への対応

【成果】

国際的にトップクラスの学力

学力の地域差の縮小

規範意識・道徳心の高さ

【今日の学校教育が直面している課題】

⚫ 障害の状態や特性及び心身の発達の段階、学習や生活の基盤となる日本語の能
力、家庭の社会経済的な背景、様々な生徒指導上の課題（いじめ・暴力行為・不登
校・自殺・児童虐待等）等の個別の教育的ニーズを把握し、様々な課題を乗り越え、
一人一人の可能性を伸ばしていくことが求められている。



① 「個」への対応の重要性が強くなってきた

⚫「第４期 教育振興基本計画」（２０２3年）

➢ 「個」に対応した「集団」づくりが求められていることは、教職経験年
数を重ねた教員ほど、これまでの学級経営の意識を変えるためにエネ
ルギーを求められるのではないか・・・（もちろん、アジャストする能力も増している…とも考えられる）

２．学級経営に求められる変化

「持続可能な社会の創り手の育成」

「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」
コンセプト

ウェルビーイングとは…
⚫ 身体的・精神的・社会的に良い状態にあ
ることをいい、短期的な幸福のみならず、
生きがいや人生の意義などの将来にわた
る持続的な幸福を含む概念。

⚫ 多様な個人がそれぞれ幸せや生きがいを
感じるとともに、個人を取り巻く場や地域、
社会が幸せや豊かさを感じられる良い状
態にあることも含む包括的な概念。

（引用）文部科学省（２０２３）「第４期教育振興基本計画リー
フレット」（右の図も含む）



① 「個」への対応の重要性が強くなってきた

⚫「令和の日本型学校教育（答申）」（２０２１年）

２．学級経営に求められる変化

「子供たちの知・徳・体を一体で育む学校教育」

子供たちの多様化

生徒の学習意欲の低下

教師の長時間労働

情報化への対応の遅れ

少子化・人口減少の影響

感染症への対応

【成果】

国際的にトップクラスの学力

学力の地域差の縮小

規範意識・道徳心の高さ

【今日の学校教育が直面している課題】

社会構造の変化と
日本型学校教育

これまで、社会の要請として学校教育に求められて行ってきたことが、日
本型学校教育として成果を挙げてきた。一方で、現在の社会状況には
合っていないことも生じていることが指摘されている。

「みんなと同じことができる」「言われたこ
とを言われたとおりにできる」

「みんなで同じことを，同じように」

「正解（知識）の暗記」の
比重の拡大

画一的・同調主義的な学校文化

非合理的な精神論や努力主義，
詰め込み教育



② 学級がうまく機能しない状況（いわゆる「学級
崩壊」）の要因の多様化

• 国立教育研究所（国立教育政策研究所の前身）の定義では、「子どもたちが教室内
で勝手な行動をして教師の指導に従わず、授業が成立しないなど、集団教育という学
校の機能が成立しない学級の状態が一定期間継続し、学級担任による通常の手法
では問題解決ができない状態」を指す。

• NHKスペシャル「学校〜荒れる心にどう向き合うか〜 第1回
広がる学級崩壊」（1998）の放送や、朝日新聞取材班『学
級崩壊』（1999）の出版前後から、社会的な注目を集める
ようになっていた。

• 学級集団の状況を評価するアセスメントツール「Q-U」では、
学級集団の状況を５類型（満足型、管理型、なれあい型、荒
れ始め型、崩壊型）に分類される（河村 200６）。

• 学級のシステムやルールをしっかり準備していても、年度途
中で学級経営がうまくいかなくなってしまう学級（「静かな学
級崩壊」）の増加（増田 ２０２０）

２．学級経営に求められる変化



③ 小学校における教科担任制の導入、拡大

２．学級経営に求められる変化

「義務教育９年間を見通した教科担任
制の在り方について（報告）」

（２０２１年）

「『令和の日本型学校教育』を担う質
の高い教師の確保のための環境整備
に関する総合的な方策について（答

申）」（２０２４年）

• 小学校高学年からの教科担任制を
推進 特定教科における教科担任
制の推進（専科指導の充実）を図る。

• 小学校中学年への教科担任制の拡
大 子供たちへの学びの質の向上の観
点と教師の持ち授業時数の軽減の観点

• 従来、学級担任制が基本とされてき
た小学校の良さを活かしつつ、高学
年段階における教科担任制を推進
することで、中学校への円滑な接続
を図る。

• 若手教師への支援の在り方 新卒１
年目は、学級担任ではなく教科担任
として学級副担任を担当させ（る）取
組

• 一人一人の教師が多様な業務を抱える「個業」から、業務の一部
分を他の教師等と分担する「協働」へのシフトチェンジの徹底が必
要不可欠



④ 教師個々の裁量への認識のズレ

⚫教師個々の裁量の狭小化によって、「教師としてのやり甲斐を抱
くことが年々難しい時代に」（堀 ２０１８）

➢「少数の『個』に対応しているうちに、学級集団が安定を欠き、学
級運営がままならくなる学級担任」

➢「どこまでも個に寄り添いたいとの良心的な教師のメンタリティと
相俟って学級運営が滞り、・・・学級集団を育てることが蔑ろに」

⚫学級担任の「裁量の広さ」への評価のズレ（深見 2018）

➢同一校内に「学級担任の意思が反映しやすい」「決めなくてはな
らないことが多すぎることが負担と感じる」学級担任が混在して
いる小学校

⚫全国に広がる「〇〇小スタンダード」の評価

２．学級経営に求められる変化



ワーク３

• 「ここまでの動画視聴を通して、ご自身の学級経営に関わるこ
れからの『課題』は何だと考えますか？」

３．これからの学級経営の課題



① 「全体」と「個」のバランスを意識した学級経営が求められる
のではないか。

➢「学級全体」（集団作り）と「個への対応」のバランス

➢二者択一、二項対立ではない。担任としての信念をもちつつ、
様々な状況に柔軟に対応していく姿勢

② 学級経営の変化に、学級担任である教師一人一人および学校
全体がどのように対応していくのかが問われている。

３．これからの学級経営の課題

リフレッシュ 既存のものを新しくする

どのようなレベル
の変化なのか？

リニューアル 既存のものを置き換えたり、配置換えをしたりして新しくする

リノベーション 新しい建物として生まれ変わるほどの改修



⚫構成「学級経営に求められている変化と課題」シリーズ

⚫北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センターHP

終わりに

１．［背景的情報編］ 学級経営に関わる最近の状況

２．［単学級編］ 通常の学級が１学年につき１学級の学級経営

3. ［複式学級編］ 通常の学級が２学年以上で１学級の学級経営

へき地教育の理念に関する内容
学習指導・複式指導・少人数学級経営・

生徒指導に関する内容

へき地・小規模校における教科教育に
関する内容

学校運営・地域連携に関する内容

単学級や複式学級
の学級経営に関す
る相談、 校内研修

fukami.tomokazu@
k.hokkyodai.ac.jp



⚫ 中央教育審議会（２０２４）「『令和の日本型学校教育』を担う質の高い教師の確保のための環境整備に関する総合的な
方策について（答申）」

⚫ 文部科学省（２０２３）「第４期（令和５年度～令和９年度）教育振興基本計画」

⚫ 義務教育9年間を見通した指導体制の在り方等に関する検討会議（２０２１）「義務教育９年間を見通した教科担任制の
在り方について（報告）」

⚫ 中央教育審議会（２０２１）『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最
適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）』

⚫ 増田修治・井上恵子（2020）「『学級がうまく機能しない状況』（いわゆる『学級崩壊』）の実態調査と克服すべき課題
―1998年度と2019年度の学級状況調査を比較して―」白梅学園大学・短期大学教職課程研究3号、11-14

⚫ 堀博嗣（２０１８）『必ず成功する学級経営 365日の学級システム』明治図書出版

⚫ 深見智一（２０１８）『単学級・複式学級の学級経営』ふくろう出版

⚫ 河村茂雄（2006）『学級づくりのためのＱ-Ｕ入門～楽しい学校生活を送るためのアンケート活用ガイド』、図書文化社

⚫ 向山洋一（1986）『教師修行十年 プロ教師への道』明治図書出版

⚫ 向山洋一公式ウェブサイト https://mukoyamayoichi.com/works/work08（２０２５年１月１１日確認）

こちらの動画を許可なく無断転載、コピー、再配布することはご遠慮ください。

この動画は、２０２５年１月時点の情報をもとに作成しています。
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